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特集特別企画展「吹上の考古学史をたどる」
特別企画展｢吹上の考古学史をたどる」に寄せて
久保好実，有馬正己！）
l)吹上商等学校社会研究部卒業生
この熊本で味わった同じような趣味を持った高校時代の
クラブメンバー年に一度の旅行は，その後18年続いてお
り，今年は大隅半島の南東部を探索する予定です．
今回の展示会で今さらながら夢中で過ごした3年間を思
う時，遺跡発掘に没頭した体験がやや特殊な分野に興味を
持つグループとして永く続いている変わり者の集団でしょ
うか．
今回の展示会に吹上高等学校社会研究部を取りあげにご
尽力いただいた方に感謝いたします．
昭和46年3月卒業生
久保好実
「吹上の考古学史をたどる－吹上高等学校社会研究部の
活動を中心に－」の展示会は，私たちにとっては48年前
部室の前庭で撮った集合写真が「みんなあれからどう生
きた？集まれ！」と命令されているような気持ちでした．
第1期の夏の展示会には，都合がつきにくく，秋から冬に
も同じ展示会の予定がることを知り，今回一泊の忘年会を
することができました．
東京，滋賀，兵庫，福岡，熊本から7名，親の介護で田
舎で生活している2名，そして県内各地から8名の計17
名が参加しました．
展示会場の写真を見て思い出すのは, 2m×2mの受け
持ちのトレンチが与えられ,表層をスコップで掘ったあと，
地層の色の変化に注意しながら竹ベラで少しずつはぎとる
ように掘ったことでした．発掘調査は夏休み，冬休み，春
休みに行われ，親から「我が家の手伝いはせんじ，発掘1
発掘！と毎日行つとか11」と言われながら， 自転車で行っ
たものです．発掘調査もある文化系のクラブ活動ですが，
楽しみは夏休みに「巡検」と称する旅行でした．吹上浜の
向こうにあるこしき島に行き，里の集落の砂州の地形や海
岸の石ころのきれいな長目の浜，港の海底がきれいに見え
る透明さに，びっくりしたのを今でも覚えています．
高校卒業し， 28年後熊本で集まることになりました．
石橋や田原坂を巡り，久しぶりの再会を記念に部誌「ふき
あげ」を作ることになりました．私は通潤橋に感動し，石
橋を担当しました． メソポタミアでレンガのアーチ櫛造の
建築技術がローマ帝国大道路網の石橋と水路橋へ発展しシ
ルクロードで中国に伝わった． 日本にアーチ構造の石橋が
伝わったのは二つある．ひとつは中国から琉球王国へ，そ
して薩摩藩へ． もうひとつは，長崎奉行所勤めの藤原林七
が独学で石造アーチ橋理論を確立し，息子の三五郎は鹿児
島の甲突川五石橋を造り，西田橋には最高の技術を込めた
と言われています．
昨年12月1日，貴大学のミュージアムを見学させてい
ただいた際は，親切丁寧な案内，説明を頂きありがとうご
ざいました．幹事役であった久保さんより鐘ヶ江先生が感
想を求められているとのことでありましたので，遅くなり
簡単ではありますが感想を述べさせていただきます．
今回このような貴重な写真遺物を展示していただきま
したことにより40年来の先輩に会う機会が設けられたこ
とと吹上高校社会科研究部時代を懐かしく思い出すことが
できたことに感謝しております．
事の初めは,昨年6月開催致しました吹上高校社研部(昭
和46～48年卒のOB会）旅行の際，参加者の1人が新間
の小さな切り貼りを紹介したことからでした． なぜ当高の
社研部の活動が鹿児島国際大学で紹介展示されたのか，不
思議でなりませんでした． そこでこの展示会を機にOBに
声をかけOB会を開催しようということで話がまとまり，
久保さんを中心に開催に漕ぎ付けました．
当高の社研部の歴史は長く，優秀な先殿たちが築きあげ
て来たもので，私たちが入部したときはすでに多くの土器
が展示されてあり，さながら町の歴史館と言う様相でした．
私どもも早速，入来遺跡，花熟里過跡，上加世田遺跡など
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発掘に参加しました．
印象に残るのは夏休みを利用して泊まり込みで行った薩
摩川内市の薩摩国分寺跡発掘でした．夜のミーティングは
河口先生,上村先生など鍔々たるメンバーで行われました．
あの当時もっと真剣に勉強していたならと後悔の念が堪え
ません．
展示会場では,MBCのアーカイブス，黒川洞窟の発掘
記録がありましたが， 当時私は小学から中学生だったと思
います．近くの坊野小学校が母校であったことから学校帰
りに発掘現場を見学したことを覚えています． また，小学
校には黒川遺跡からの土器が展示してあり， これが考古学
に興味を持った始まりのような気がします． この発掘には
亡き父も参加しており，映像を捜しましたが映ってはいま
せんでした． 当時の記録を見ることができ感激いたしまし
た．
最後に高校時代の部活動が南薩の地に縄文，弥生，古墳
時代の人間生活があったことを記録として残せ，その手伝
いが出来たことを誇りに思っています.今は趣味の範囲で，
道路建設等の発掘現場を見学しております．特に高速道路
の建設現場で貴重な過跡が発見されているようで松元，末
吉．志布志には出かけました．
吹上高校も少子化とともに学生が少なくなり社研部も廃
部となってしまいました．市町村合併により吹上町も日置
市となり，地域の特色が無くなると共に限界集落とまで言
われるさみしい時代に突入してしまいました．
県内各地にまだまだ色んな遺跡，史跡があります．今回
のように各地の遺跡を紹介していただければ地域の特色も
発見でき地方創生につながると思う次第でした． これから
の先生の活躍に期待いたします.ありがとうございました．
昭和47年3月卒業生
有馬正己
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